




機密性○情報 ○○限り

設 計 関 係 基 準

官庁営繕の技術基準

建築構造設計基準

建築設備設計基準

公共建築工事積算基準

建築設計基準

公共建築改修工事標準仕様書

公共建築工事標準書式

公共建築工事標準仕様書

木造建築工事標準仕様書木造計画・設計基準

施 工 関 係 基 準

今回策定
今後改訂予定

木造建築物に係る官庁営繕の技術基準の整備

建築設備計画基準

官庁施設の総合耐震計画基準

・国土交通省は「公共建築物等木材利用促進法」を踏まえ、平成23年5月に「木造計画・設計基準」を制定。

・本基準は、官庁施設設計の効率化や官庁施設に必要な性能の確保を図ることを目的として、木造の建築設
計に関する耐久性、防耐火、構造計算等の技術的な事項及び標準的な手法を定めたもの。

・これまで官庁営繕の技術基準は、地方公共団体においても参考として採用されているところもあり、本基準
の制定により官庁施設だけでなく地方公共団体においても公共建築物の木造設計の効率化に資すること等
が期待。
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木造計画・設計基準のポイント

官庁営繕が行う木造の官庁施設の設計に関し、必要な技術的事項及び標準的手法を定める

構成
①総則 ②建築計画 ③建築構造の設計 ④建築部位の設計 ⑤建築設備の設計

ポイント

○ 耐久性 施設を50～60年を目安として使用することを目標とし、腐朽・シロアリ対策として、通気
構法の採用、高耐久樹種の使用、木材の薬剤処理等を規定。

○ 防耐火 防耐火の規定を満足しつつ、木材を構造体及び内装、外装に使用することのできる手
法（燃えしろ設計、不燃化木材の使用等）を列挙。

○ 構造計算 事務所用途の荷重に対応するため、原則として、構造計算を行う。
○ 構造材料 構造計算を行うため、構造体に用いる木材はJAS材を原則とする。
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木造計画・設計基準の内容（材料関係：抜粋）



木造計画・設計基準の内容（材料関係：抜粋）
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今後の中高層建築物で利用可能な集成材及びその工法のイメージ（欧米での事例）

コンクリートコアを使った中層木造軸組建築

コンクリートコアシステムを採用した
木造軸組建築（ケベック・シティ）

15

交差積層木材を使用した木造建築（施工状況）

交差積層木材を使用した中高層木造建築
（イギリス・ロンドン、スウェーデン・ベクショー）
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機密性○情報 ○○限り平成22年度 建築物への木材利用の実用化促進対策
事業実施主体

部材開発支援

木造の耐火性能向上

外構材の効果検証

トレーサビリティ確立検証

木質空間の室内空気環境

○ 耐火部材の開発

○ ２×４住宅部材の開発

○ 木質ハイブリッド構造の耐火性能向上等

○ 真壁準耐火モデル開発

○ 外壁の化粧貼り仕様の防耐火性能検証等

○ 丸太組構法の防耐火性能向上（様々な仕様開発）

○ ２×４建築物の防耐火性能検証（様々な仕様開発）

取りまとめ：木構造振興(株)

取りまとめ：全国木材協同組合連合会

日本集成材工業協同組合

工務店サポートセンター

日本木材防腐協同組合

(一)日本ログハウス協会

ＮＰＯ法人建築技術支援協会

○ 屋上木化等の外構材による環境貢献度調査
国産材を活用したヒートアイランド対策協議会

○ 木材の品質・性能や産地等の情報を容易に
得られる環境整備 (一)木を活かす建築推進協議会、(株)ＤＣＭＣ

○ 室内化学物質の健康影響検証 等
日本木材青壮年団体連合会、ＮＰＯ法人シックハウスを考える会

平成22年度 国交省・林野庁共同による「担い手育成拠点整備」

木造建築の人材育成 ○ 木造建築の担い手育成に関するモデル的な取組の拠点整備
(一)木を活かす建築推進協議会 56


